
分類 受験資格取得条件 放送大学の対応科目名

必修 ① 保健医療分野に関する理論と支援の展開

精神医学（’02）
精神医学（’06）
精神医学特論（’10）
精神医学特論（’16）
障害児・障害者心理学特論（’08） （※1）
障害児・障害者心理学特論（’13） （※2）
障害児・障害者心理学特論（’19） （※3）

② 福祉分野に関する理論と支援の展開

発達心理学（’02） （※4）
発達心理学特論（’07） （※5）
発達心理学特論（’11） （※6）
発達心理学特論（’15） （※7）
臨床心理地域援助特論（’07） （※8）
臨床心理地域援助特論（’11） （※9）
コミュニティアプローチ特論（’03） （※10）
障害児・障害者心理学特論（’08） （※1）
障害児・障害者心理学特論（’13） （※2）
障害児・障害者心理学特論（’19） （※3）

③ 教育分野に関する理論と支援の展開

学校臨床心理学（’02）
学校臨床心理学（’05）
学校臨床心理学特論（’09）
発達心理学（’02） （※4）
発達心理学特論（’07） （※5）
発達心理学特論（’11） （※6）
発達心理学特論（’15） （※7）
認知行動科学（’02）
認知行動科学（’06）
教育心理学特論（’12）
教育心理学特論（’18）
学校臨床心理学・地域援助特論（’15） （※11）

④ 司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開
逸脱行動論（’02）【教育開発プログラム】
逸脱行動論（’06）【教育開発プログラム】

⑤ 産業・労働分野に関する理論と支援の展開

社会心理学特論（’02）
社会心理学特論（’05）
社会心理学特論（’09）
現代社会心理学特論（’11）
現代社会心理学特論（’15）

⑥ 心理的アセスメントに関する理論と実践 臨床心理査定演習

⑦ 心理支援に関する理論と実践
臨床心理面接特論（’02）
臨床心理面接特論（’07）
臨床心理面接特論（’13）

⑧ 家族関係・集団・地域社会に関する理論と実践

家族心理学特論（’02）
家族心理学特論（’06）
家族心理学特論（’10）
家族心理学特論（’14）
臨床心理地域援助特論（’07） （※8）
臨床心理地域援助特論（’11） （※9）
コミュニティアプローチ特論（’03） （※10）
学校臨床心理学・地域援助特論（’15） （※11）

⑨ 心の健康教育に関する理論と実践

Ⅲ
必修
（時間は問わない）

⑩ 心理実践実習 臨床心理実習

注意

・「公認⼼理師経過措置対応科⽬⼀覧」は、全て副題を除いた科⽬名を掲載しています。
・（※1）〜（※11）は２つの科⽬名に対応していますが、どちらか⼀⽅の科⽬名でしか申請に利⽤できません。

Ⅰ

Ⅱ

公認心理師に対応する本学経過措置対応科目一覧（大学院）
２０１７年度第１学期以前に、放送大学大学院に修士全科生として入学していた方が、Ⅰ～Ⅲのそれぞれの分類について定められた科目（合計6科目以
上相当）を修めて修了した場合には、経過措置として、「Ｄルート」により公認心理師国家試験の受験を目指すことが可能です。

⑥～⑨の4科目のうち
2科目以上

②～⑤の4科目のうち
2科目以上

科目名


